
岐阜市女性防火クラブ運営協議会広報紙 「女性防火クラブだより」
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二
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
春
の
火
災
予
防
運

動
の
実
施
期
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
度
の
全
国
統

一
防
火
標

語
は

『
守
り
た
い
　
未
来
が
あ

る
か
ら
　
火
の
用
心
』
で
す
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
、

全
国
各
地
で
防
火
に
関
す
る
様

々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
岐
阜
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市
消
防
協
会
、
岐
阜
市
危
険
物
安

全
協
会
、
岐
阜
市
防
火
協
会
の
協

力
を
得
て
、
火
災
予
防
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
約
二
千
枚
作
成
し
、
市
内

の
関
係
機
関
、
主
要
事
業
所
な
ど

に
配
布
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月

一
日
か
ら

す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
化
と
な

っ

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
岐

阜
市
に
お
け
る
設
置
率
は
、
現
在

人
割
強
と
な

っ
て
い
ま
す
。
未
設

置
の
お
宅
は
早
期
に
設
置
し
ま
し

よ
，り
。

そ
し
て
、
こ
の
機
会
に
是
非
、

あ
な
た
の
大
切
な
家
族

・
財
産
を

守
る
た
め
、
ご
家
庭
で
も
火
災
予

防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ

う

。
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令
和
六
年

岐
阜
市
火
災
概
要

令
和
六
年

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
二

十

一
日
に
岐
阜
市
内
で
発
生
し
た
火
災

の
総
件
数
は
百
五
件
で
、
前
年
の
百
十
六

件
と
比
べ
る
と
十

一
件
減
少
し
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
、

「電
気
関
係
」
が
二
十

六
件
で
最
も
多
く
、
次
に

「放
火

・
放
火

の
疑
い
」
が
十
人
件
、

「
こ
ん
ろ
」
が
十

三
件
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
二
人
で
、
前
年
と

比
べ
る
と

一
人
増
加
し
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
、
二
十
人
で
前

年
比
べ
る
と
人
人
減
少
し
ま
し
た
。

建
物
火
災
の
件
数
は
、
六
十
九
件
で
前

年
と
比
べ
る
と
六
件
減
少
し
ま
し
た
。
建

物
火
災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
四
十
六
件

で
、
建
物
火
災
全
体
の
六
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
約
二
億
七
千

四
百
十
四
万
円
で
、
前
年
と
比
べ
る
と
約

一
億
九
千
六
十

一
万
円
損
害
額
が
増
加

し
ま
し
た
。

住
ミ
Ｍ
一火
．
い
の
も
さ
゛
も

十
の
ホ
イ
ン
ト

四
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

○
ス
ト
ー
プ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

六
つ
の
対
策

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト

ー
プ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付

い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
十
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
通
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

○
防
火
防
災
訓
練

へ
の
参
加
、
戸
別
訪

間
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う
。



岐阜市女性防火クラブ運営協議会広報紙 「女性防火クラブだより」

各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら

「長
森
南
女
性
肪
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
」

長
森
南
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
票
本

貴
美
子

長
森
南
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
五
十
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
長
森

南
女
性
の
会
を
母
体
に
自
治
会
連
合

会
の
多
大
な
る
ご
支
援
と
地
域
の
消

防
団
の
暖
か
い
ご
指
導
の
も
と
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動
は
、
防
災
訓

練
、
研
修
会
、
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

防
災
訓
練
で
は
、
応
急
手
当
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
の
指
導
や
作
成
し

た
ア
ル
フ
ア
米
を
参
加
者
全
員
に
配

付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
様
々
な
テ
ー
マ
で

「防
災
学
習
会
」

を
消
防
署
に
よ
る
出
前
講
座
に
て
実

施
を
し
ま
し
た
。

広
報
活
動
で
は
、
地
域
の
合
同
総

会
に
て
事
例
を
交
え
た
火
災
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域

の
市
民
運
動
会
で
は
、
法
被
を
着
て

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
行
進
、

消
防
団
員
の
出
場
種
目
に
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
員
も
参
加
し
交
流
を
深
め
つ

つ
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年

一
月

一
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
全
国
で

地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
は
じ
め
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表

さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
も

遠
い
未
来
で
は
な

い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
今
や

「日
々
防
災
」
で
す
。

「今
、
何
が
で
き
る
？
」
を
常
に

考
え
、
子
ど
も

（若
い
世
代
）
が
自

主
的
に
防
火

・
防
災
学
習
が
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

「自
助
」
は
あ
る
程
度
で
き
る
よ

う
に
な

つ
て
き
ま
し
た
。
次
は

「共

助
」
が
強
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
未

来
を
担
う
若

い
世
代
の
力
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
次
世
代
を
育
成
し
て
い

け
る
よ
う
な
環
境
に
な
る
よ
う
に
今

後
も
ク
ラ
ブ

一
九
と
な

っ
て
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
。

「岩
野
田
北
女
性
防
火
ク
ラ
プ
の
活
動
」

岩
野
田
北
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
安
江

久
美
子

岩
野
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
五
十
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
三
十
九
名
の
ク
ラ
ブ

員
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
、
ク
ラ
ブ

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
に
六
月
と

十

一
月
に
参
加
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
「指
導
員
講
習
会
」
で

す
。
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
の
ク
ラ
ブ
員

四
名
が
防
火

・
防
災
に
関
す
る
必
要

な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
参
加
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
岐
阜
市
危
険
物
安
全

協
会
及
び
岐
阜
市
防
火
協
会
が
共
催

し
て
い
ま
す

「消
防
研
修
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
ガ
ス
機
器
の
安
心

・

安
全
な
使
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
研
修
会
も
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
ク
ラ
ブ
内
で

伝
達
研
修
等
を
行
い
、
ク
ラ
ブ
全
体

が
知
識
向
上
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
ク
ラ

ブ
員
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
ク
ラ
ブ
員
三
名
が
地
域
の

自
主
防
災
隊
の
方
と
、
防
災
士
の
方

か
ら
防
災
に
関
わ
る
指
導
を
受
け
、

知
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

指
導
を
も
と
に
訓
練
当
日
は
、
災
害

時
に
電
気
や
下
水
道
が
使
用
で
き
な

く
な

っ
た
場
合

の
仮
設
ト
イ
レ
の
重

要
性
、
家
具
固
定

の
必
要
性
、
防
寒

用
の
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
の
活
用
方
法
等

に

つ
い
て
ク
ラ
ブ
役
員
が
市
民
に
対

し
て
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
実
際

に
仮
設
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
訓
練
を

実
施
し
、
体
験
型
の
訓
練
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
私
た

ち
の
身
に
降
り
か
か

つ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た

め
に
、
家
族
や
近
く
の
人
と
の
連
携

の
大
切
さ
を
日
頃
か
ら
ご
家
族
で
話

題
に
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
持

っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
も
地
域
の
各
種

団
体

の
方
と
共
に
、
で
き
る
限
り
地

域
の
方
に
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市民運動会の様子

年籠ったら交換しましよ う


